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北海道海匝に於げる鯖巾着網漁業の研究

第 1報鯖巾着網及び共の構成上のー考察

川崎毅一・西山作廉・中村秀男 〈漁業学教室〉

STUDIES ON THE FISHERY OF TI面 PURSESEINES OF THE 

MACKEREL IN TI1E SEA NEAR HOKKAIDO 

1. THE PURSE SElNES OF THE MACKEREL AND A STUDY OF THE COMPOSITION 

Giichi KAWASAKI， Sakuzo N日HIYAMA and Hideo NAKAMURA 

CFaculty of Fisheries， Hokkaido University) 

Resea:τ'che3 on the purse槌 ine3of the mackerel in the括主 nearHokkaido have b田nin 

progr倍ssmce 1950. 

By tension tests on the nets for a study of the comp()sition the tension of the nets was 

found a∞ording to the thickness， knot and dir，配tionfor u鵠 ofthe nets. 
The tension when the pull of the nets of No.5 cotton twine (size of mesh: 1.5 sun， 

2.0 sun. knot: Trawler's knot) is to the direction of the length and b.readth is stronger 

than the tension when the pull of the nets of NO.G cotton twine (size of mesh: 1.5釦 n，

2.0 sun. knot: Flat knot) is to the direction of the breadth. 

Accordingly， when one compa!τ'es the p町出回in田 wlththe AGURI， no harm. is s回nin 
the tension of the nets even if use is made of finer twine from No.l to No.2 than the 

AGURI according to the knot and the direction for use of the nets (Provise: when the 

nets are not yet dyed). 

1.緒 言

本選日本海海区及び太平洋海区の鯖旋網中，特に此の機動性漁網の2隻旋巾渚網は共操業歴史演〈

昭和24年来であり，共の後本漁業θ盛況を見るに至り共の紙数査と増し本年に至つては，揚繰網と同統

数の約40ケ統に達している。

当教室としては昭和.25年来，本選海区の鯖巾着網に就き調査を進めておP此の度，其の大綱をと知る
事が出来たので報告ナると共に一方現在使用している巾着網の構成上の一考察として此等網地の張力

試験を行い此処に報告ナる。

~.調査方法

昭和.25年来本選海区に於ける鯖巾着網漁業の漁期〈日本海海区 6月-7月中旬，太平洋海区:

7月下旬)-9月初旬〉中を本学部で傭舶せし実名舶(根拠地: 小樽，余市， ~Il路，広尾〉並びに同

根拠地の巾着舶中，船籍を長崎，繭岡，山口，北海道に有ナる巾着般に積載使用ナる巾着網に就き調

査した。
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3. 調査結果

Table 1.本道海区で操業ナる網舶及び之に積載使用ナる
巾着網の犬いさ

1 ~ ..... 1洋子方の長さ|沈子方の さ|噸数!馬カ 1fTJ -:J~;~~ c IV¥.o-J -:J~;~~ ~ I絢戎:(問〕
"'" /J  1 (間〉(問〉内|

三時子土I~竺竺|竺竺~I~竺竺-'_55 - 70 
25 -ぉ I60 -11ω500-700 I 5'叩-750I印-85 
お-45 I 90 -160 I 550-布。 I5田-770I印~伺

一般に本道海区で操業ナる巾着

網の構成は島根，山口県近海(漁

期:10-11月中旬).対馬近海(11

-12月下旬及び.2-4月).堺，若狭

構梅区 (4-5月〉のそれと比較し

漁場の遠方且水深の極めて深き処

での操業の為，幾分大型にしてい

註:1閑:5R るく第1表)"

勿論之等巾着網の構成は之を積載使用ナる網舶の噸数及び馬-jJの点を考慮ナる事は当然である。

第 2表は本道日本海及び太平洋海区で操業ナるけ]芦網の主要局部を調べたものであるO

Table 2. 巾着網各局部の網地の材料 (備 考〉

名 称|材料|太き|日合|掛目|結節12J5Zi締結 il 揚酬の材料
出糸20番手.g-10

台 脇 1--~-;-14工子伝説っ一 11 IァイZZ1iグ N 

lll1 網|グ 13-6 江.7-2.5~ グ蛙股，本則 グ 旧.2-o.25il グ 4-7 

符 綿|グ 14-5 回.0-2.5! グ|グ グ旧.18-0.2刷グ 5-6

魚捕部 1..， n 1.，..， _ ... nl ~n 叩J ロrt> I ~It:; 1;:1 +t¥I. I:l I 
浮子方上自! グ 1 7 - 9 11・7-2・何回-1001蛙 股|桝，縦日 1 _ グ 8-10 

同上聞い..... nl 
沈子方下目| グ 1 7 -10 11 • 7-2・01 グトグ グ

百事，1D>1，肩部~I 1--:一一~I，-ヴ I--，， -I--~:-I ;， I---il-:.------__=__=_I 
浮子方上目|

グ
1 
6 -10 

1
1•7- 2•5] グ | グ グ 6-10 

向 上 1~ n 1... n _ ... ~! .. 1 “|  十 |一一 ! 
沈子方下回|

グ
1 
5 - 9 12・

0-2・R
グ | グ グ 8-10 

1 
魚 扇一一部 1.~ ~ 1... n _ ... ~I 1 -"... 口| 「一一一一一一一一| グ 1 15-20 12.0-2.51 グド本 日| グ
洋子方縁網 1

..，，-.uV I""v-"""I ドF
同

.同 上トマエラトワイン|直径12mm1，ヴ 凸I " 1 i~ê ~ .:v:~:""1 ほ α グ|グ|ググ 8-10沈子方緑樹糊糸20番手115-20~子 t.. -~'vl 

吾瓦配膏苛民一一1 12-日 h.7-a] グ 「つつ グ
一一一一

浮子方縁細川市"'V1loT'1
拍 IL"-~"""I 

同 上十マエラトワ・ 1ai:i?f12mm1... fl__'" ，，1 "，，，__，nnl I~ .. -";:~~;;"I 回.剖 25-1001 11 
沈子方線網|綿糸却 110- 号 r'V -...."1 ..." -LUVI 
円台盟問料 6-川 .7-2・4田~削グ|縦日|
特絹都の耳網| グ 1 12-1512.0-2.51 グ 11 グ 1 11 

註:揚繰栴は殆ど本目結節使用

第2表で明かの如ミ之を揚繰網に比較ナるに

(a)魚捕， si1u，腎網の部は揚繰網と臭り一部を除き蛙股結節を用い且揚繰網より1-2号細目の網地

主と用いている O

くb)向上各局部D浮子方上目，及び沈子方下目は揚練網より1_2)号細目の網地をl!J:股結節で縦自に

用いているものが相当見られた(揚繰網:8、10号を本目結節で横自に用いるL

.(cヲ魚捕部の浄子方及び沈子方の縁網は相当太自の綿糸叉はマ=ラトワイシを本日結節で縦自に用

い揚繰網に比較し極めて強力にしている。

之等巾着網の各局郁を摂繰網と比較し其の構成上支障あるか否かを考える時，染料其の他色々な点
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が挙げられるが今茶の一考察ょして主要網地の結され及び網目に依る張力試験を行ヲた。

壬.材料及ぴ試験方法

材料は実際，巾着網に使用している20番手5号及び6号の左撚の綿糸(日本漁網KK) を用い之を

第 3表の主nき16種類の網地を各10本づっ手編きし約20時間設水せるものを YarnTester C大阪大西
KK. Maximum Tension: 68kg) にて測定したコ此の際，網地の張力は網自のー脚又はー結節の

切断された時で表わし且 A-D，I-L迄の材料網地を測定ナる場合は網地の長さの方向に， E-H， 

M-P迄の場合は巾の方向の上橡及び下縁の掛自を Testerの Hookに掛け測定ナる。

Tab!e 3.試験用網地の種類

12地-~II材料，太さ|目合[掛目|結節|官下し長|
5.試験結果

4 日 本目 8 日

B 11 1/ 6 グ グ 1/ グ

第 4表は網地の張力，第5表は網地の伸び

の試験結果を表わナ。

C 

D 

E 

F 

G 

R 

I 

J 

K 

L 

M 

N 

O 

P 

グ 5 グ 1/ 

グ 6 グ グ

一
1/ 5 グ 8 目
1/ 6 グ 1/ 

1/ 5 1/ 1/ 

グ 6 1/ 1/ 

一1/ 5 I 2.0寸 4 目
1/ 6 1/ グ

グ 5 グ ，グ

グ 6 グ グ

グ 5 1/ 8 日
グ 6 1/ 1/ 

グ 5 1/ 1/ 

グ 6 グ グ

蛙股

1/ 

本目 4 

グ

蛙股

1/ 

本目 8 

グ

蛙股

グ

本目 4 

グ

蛙股

グ

グ

1/ 

日

1/ 

グ

1/ 

グ

1/ • 

日

グ

1/ 

グ

くa)張力の最大は6号の 1寸 5分自， 4目

掛，本目結節を長さの方向に引く時で

あり最小は5号の1寸5分目， 8目掛本

目結簡を1¥1の方向に引く時であてコた。

Cb)結節の種類別に見る時

イ) 1)号の 1寸 5分自 4日掛，本目結

節を長さの方向に引く時の張力は，

2寸自の共の時より大である (6号・

の時も同様)， 且 5号と 6号・の張力

の差最も大きく 7.2kgであづた。

ロ) 1)号・の 1寸 5分自 8目掛，本目結

節を巾の方向に引く時の張力は 2

寸自の共の時より小である (6号の

時も同様)。

ハ) 5号の 1寸 5分自， 4目掛，舵股結節を長さの方向に引く時の張力は，ヨてj目の其の時よ

り大であるC6号の時も同様九
:.) 1)号の 1寸月分自，白日掛，位:股結節を1¥1の方向にヲ|く時の張力は，立寸自の其時より!j、
であるく6号の時も同様)JJl 1)号と 6号の張力の差最も小さく1.2kgであったコ

一般に木目結節，蛙股結節の網地を長さの方向に引く時の 5号・と 6号の網地の張力の差大きく， rjl 

の方向に引く時の張力の柔小さいコ

Cc) 6号の 1寸 5分自， 2寸自の 8日掛，本日結節をr1Jの方向に引く時の張力は月号・の 1寸 5分

日 2寸日の4日掛，世u支結節を長さの7J[i'iJに引く時及び 8目掛，峠股結節をr¥1の方向に引
く時より小であるο

Cd)伸びの豆、大は6号の 2寸日，品目掛，血性股結節をr¥lの方向に引く時であり最小は月号の 1寸

5分目 8日掛，本日結miを1¥'の方向にヲ|く時であったコ
ヨえに6号の本日結節，蛙股結E告の網地を長さの方向及びrjlの方向に引く時叉 5号・の木目結節，昨股

結節を巾の方向に引く時の{申びは，之等と同条件のもとにヲ!く時の張力試験結果と同傾向であった。

一279-



Table 4. 網地の張力 〈試験結果〉

l 出 4372UF-4

Table o. 網地の伸び 〈試験結果〉

6. 総 括

ιしと，網地の張力試験の結果に依ると網地の太さ，結節の種類及び網地の使用方向に依り網地の張
力が色々異なるO

5号の 1寸 5分自及び 2寸自の蛙股結簡の網地を長さの方向及び巾の方向に引く時の張力は6号の

1寸 5分目及び2寸自の本目結節の網地を巾の方向に引く時の張力より強かった。

即，之を揚繰網e.比較ナるに揚繰網より1-2号細自の網地を用いても結節及び網地の使用方向に依

り，共の網地の張力の点では何等支障がない様である(但，未だ染料を加えぬ時〉。

C71く産科学研究所業績第141号〉
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